
平成１５年５月１日号　４

第
七
回
「
詩う
た

の
ま
ち
前
橋
若
い
芽

の
ポ
エ
ム
」の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

若
い
芽
の
ポ
エ
ム
は
、
平
成
九
年
度

か
ら
、
本
市
が
主
催
し
て
実
施
し
て

い
る
、
全
国
の
小
中
学
生
、
高
校
生

を
対
象
に
し
た
詩
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

す
。
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
小
学
生

本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
詩
人
や
歌

人
、
俳
人
た
ち
の
碑
を
講
師
の
解
説

を
聞
き
な
が
ら
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。

日
時
＝
６
月
４
日
�
午
前
８
時
40
分

（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所
＝
Ｊ
Ｒ
前

橋
駅
南
口
　
コ
ー
ス
＝
集
合
場
所
�

前
橋
刑
務
所
�
草
野
心
平
旧
居
�
林

倉
寺
（
角
田
蒼
穂
歌
碑
・
萩
原
恭
次

郎
詩
碑
）
�
前
橋
こ
ど
も
公
園
（
文

学
の
小
道
）
�
城
南
支
所
�
最
善
寺

（
松
野
自
得
、
加
寿
女
句
碑
）
�
高

橋
元
吉
詩
碑
�
五
代
町
公
民
館
（
井

上
武
士
童
謡
碑
）
�
嶺
公
園
（
平
井

晩
村
句
碑
・
関
口
雨
亭
句
碑
）
�
才

川
緑
地
公
園
（
萩
原
朔
太
郎
詩
碑
）

�
前
橋
文
学
館
（
文
学
館
・
友
情
の

碑
）
�
集
合
場
所
　
対
象
＝
一
般
、

三
十
五
人
（
抽
選
）

参
加
費
＝
千

円（
昼
食
代
含
む
）
申
し
込
み
＝
５

月
15
日
�
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
（
一

人
一
通
）で
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
市
役
所
商
業

観
光
課「
文
学
碑
め
ぐ
り
係
」（
�
８
９

０
―
６
６
０
６
）
へ

の
部
、
中
学
生
の
部
、
高
校
生
の
部

そ
れ
ぞ
れ
に
美
棹
み
さ
お

賞
（
金
賞
）、
銀

賞
、
銅
賞
、
佳
作
、
入
選
を
選
び
、

表
彰
し
ま
す
。

な
お
、
グ
ラ
ン
プ
リ
で
あ
る
美
棹

賞
は
、
日
本
近
代
詩
に
大
き
な
足
跡

を
残
し
た
郷
土
の
詩
人
、
萩
原
朔
太

郎
が
十
七
歳
か
ら
二
十
三
歳
こ
ろ
ま

で
主
に
使
っ
て
い
た
ペ
ン
ネ
ー
ム
の

「
美
棹
」
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。

対
象
＝
全
国
の
小
中
学
生
・
高
校
生

申
し
込
み
＝
未
発
表
の
自
由
詩
、
一

人
一
編
を
Ｂ
４
サ
イ
ズ
四
百
字
詰
め

原
稿
用
紙
に
縦
書
き
で
二
枚
以
内
。

８
月
１
日
�
ま
で
に
市
役
所
生
涯
学

習
課
「
若
い
芽
の
ポ
エ
ム
係
」
へ
郵

送
ま
た
は
直
接
　
発
表
＝
９
月
中
に

入
賞
者
に
直
接
通
知
　
選
考
委
員（
敬

称
略
）
＝
秋
谷
豊
、
川
崎
洋
、
新
川

和
江
、
梁
瀬
和
男
　
推
薦
委
員
（
同
）

＝
新
井
啓
子
、
大
石
規
子
、
片
岡
直

子
、
菊
田
守
、
曽
根
ヨ
シ
、
梁
瀬
和

男
ほ
か

○
…
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
課
�

８
９
０
―
５
８
２
５
へ
。

現
在
、
各
小
学
校
や
中
学
校
の
通

学
区
域
は
、
児
童
・
生
徒
の
住
所
で

決
め
て
い
ま
す
。
平
成
十
六
年
四
月

か
ら
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に

合
わ
せ
、
通
学
区
域
制
度
の
見
直
し

を
実
施
。
一
部
の
通
学
区
域
を
変
更

す
る
と
と
も
に
、
小
中
学
校
の
学
校

選
択
を
導
入
し
ま
す
。

□
通
学
区
域
の
変
更

平
成
十
六
年
四
月
か
ら
、
下
表
の

地
区
の
通
学
区
域
が
変
わ
り
ま
す
。

た
だ
し
在
校
生
は
、
変
更
前
の
学
校

に
継
続
し
て
通
学
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

□
学
校
選
択
の
導
入

指
定
さ
れ
た
通
学
区
域
の
学
校
に

通
う
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
通
学
区

域
以
外
の
学
校
を
希
望
す
る
場
合

は
、
次
の
と
お
り
学
校
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
＝
新
小
１
・
中
１
の
児
童
・
生

徒
。
た
だ
し
、平
成
十
六
年
度
は
小
中

学
校
の
全
学
年
が
対
象
。
選
択
で
き

る
学
校
は
自
宅
か
ら
の
直
線
距
離
が

小
学
生
は
４
�
�
ま
で
、
中
学
生
は

６
�
�
ま
で

�
学
校
選
択
で
受
け
入
れ
る
児
童
・

生
徒
数

各
学
校
は
、
ま
ず
通
学
区
域
内
の

児
童
・
生
徒
が
就
学
す
る
人
数
を
確

定
し
ま
す
。
そ
の
後
、
教
室
数
や
転

入
生
の
人
数
な
ど
に
よ
っ
て
、
通
学

区
域
外
か
ら
の
受
け
入
れ
数
を
決
め

ま
す
。

�
学
校
を
公
開

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
学
校
を
よ
り

よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
小

中
学
校
を
一
学
期
に
公
開
し
ま
す
。

通
学
を
希
望
す
る
学
校
を
見
学
し
、

学
校
選
択
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
五
月
中
旬
に
市
役
所
10

階
学
校
教
育
課
や
各
学
校
で
配
布
す

る
「
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
地
域
と
の
関
係

児
童
・
生
徒
は
ど
の
学
校
へ
通
っ

て
い
て
も
、
住
ん
で
い
る
町
の
子
供

会
や
自
治
会
・
地
域
の
健
全
育
成
団

体
な
ど
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を

基
本
に
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
行
事
は
、
各
学
校
の
通
学
区

域
内
の
自
治
会
や
関
係
諸
団
体
と
連

携
を
取
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
学
校
教
育
課
�

８
９
０
―
５
８
１
２
へ
。

賞の贈呈式と入賞者の朗読会を行います（昨年）

変更となる通学区域

該 当 地 区

岩神町一丁目

西片貝町五丁目

光 が 丘 町

変　更　前 変更後

岩神小

桃瀬小

桂萱中

東　小

敷島小・岩神小

中川小・城東小・桃瀬小

大利根小

二中・桂萱中

本
市
ゆ
か
り
の
文
人
を
学
ぶ

バ
ス
で
「
文
学
碑
」
巡
り

来
年
4
月
か
ら
小
中
学
校
で

通
学
区
域
制
度
が
変
更
に

「若い芽のポエム」「若い芽のポエム」
8月1日
までに

お寄せい


